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論 文 麥 査 们 结 里 の 要 旨
本論文は、9 0年代以降に顕在化したホームレス問題に対する包括的•総合的な社会学的研究である。 
従来のこの問題に対する研究は、大別してマクロの社会構造的要因に止目した都市下層•労働市場研 
究と、主に野宿者の生活構造•生活世界という相対的にミクロの実態解明を主眼としたものに分ける 
ことができる。政策論的な文脈においても、この研究系列に対応するように、一方における行政側の 
対応に依拠した研究と、他方で野宿者自身の生活実態に即した研究がなされてきた。本研究の最大の 
特色は、この問題に対するステーク.ホールダー（利害関係者）でありながら、研究上は不可視化さ 
れてきた都市住民の問題認識•表象を明示的に主題化し、ミクロとマクロを架橋する地平を、行政 • 
都市住民•野宿者相互の実証的な動態的相互関係分析のなかで切り開いた点にある。
具体的には、一般公共施設における野宿者居住の顕在化という現実に対して展開された、行政によ
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る施策、それに対する野宿者と近隣住民の対応を事例に、そのそれぞれの対応の基底にある「問題」 
認識•表象を量的•質的デ一夕に基づいて明確にするとともに、参与者の主観的表象が制度的枠組み 
によって規定されつつ、同時に制度自体を改変する可能性を持つことが明示されている。特に、こう 
した問題の運動論的過程において、「就労自立」の中間施設として構想された「仮設一時避難所」（シ 
エルター）が、現実には「居宅保護」施策として機能した経緯を実証的に明らかにした部分は、都市 
住民の野宿者認識が制度的枠組みの影響下にありながら、野宿者との相互作用過程において変容し、 
その変容が行政の施策に反映されてゆく過程の実証的分析として、学術的•実践的双方の観点からも 
意義深い論述となっている。
また、ホームレス問題への対処の比較という観点からなされた地方都市における事例分析は、主題 
それ自体が希少性とパイオニア性を持つだけでなく、ボランテイア支援型ホームレス対応という一定 
の類型性を持ちうるものとして提示されている点も評価に値するものといえる。さらに、「ネット力 
フエ生活者」問題を「ホームレス問題の現代的展開」としてとらえ、把握のきわめて困難な事例を生 
育家族という観点からとらえた論考は、10数年にわたるホームレス問題を長期的スパンにおいてと 
らえようとする著者の視点と問題意識は説得力を備えている。
以上のように、本論文はホームレス問題に対する都市住民の認識と介入という視点から、行政•都 
市住民•野宿者三者の相互の関連を実証的データに基づいて包括的•動態的に描き出そうとしたもの 
として、学術的•実践的な評価に値する優れた研究成果であるとみることができる。
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ 
る。
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